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1．『臨床検査学教育』の目的

　本誌は、日本臨床検査学教育学会の会誌で、臨床検査学の教育を中心とした広く医療人の育成に関する研究ならびに

当学会の活動を含めた情報交換に資することを目的とする。

2．『臨床検査学教育』の原稿区分

　本誌に掲載される原稿区分は、投稿原稿（原著、報告、資料、主張、レター）、依頼原稿（総説、施設紹介、研究室（ゼ

ミ）紹介、研究紹介、書評）およびその他の原稿からなる。投稿原稿は、著者の自由意志により投稿されるもので、編集

委員会（以下、委員会）により選考された当該論文の内容に精通した研究者等による査読（peer review）を経た後、委員会

による最終審査により掲載の可否が決定される。依頼原稿は、編集委員会委員長（以下、委員長）から依頼を受けた者か

らの投稿によるもので、原則として査読は行わない。その他の原稿は、投稿原稿および依頼原稿に含まれないもので、

著者の意思により投稿することを委員長が承認した原稿や委員長が著者に対して執筆を依頼した原稿で、具体的には寄

稿、意見、コメントなどが含まれ、原則として査読は行わない。執筆言語は和文を原則とする。英文による投稿につい

ては別途定める。全ての著者は、原稿区分（原著、報告、総説、研究紹介、寄稿など）を原稿の表紙左上に明記し、それ

ぞれの書式に従って原稿を作成する。投稿原稿の原稿区分は、委員会による審議により変更することがある。投稿原稿

の執筆者は、E-mail にて原稿（図表等含む）を委員会へ送信する際に、必要事項が記載された投稿原稿添付用紙（投稿規

定 5. 執筆要領参照）を必ず一緒に添付すること。

A．投稿原稿

1）「原著」は以下の条件を全て満たしていることを要件とする。

① 臨床検査学教育に関する内容で学術的に新規性があること。

② 研究の目的が明記されていること。

③ 対象と方法が明記されていること。

④ 対象と方法に記載された具体的な手法で実際に研究が行われていること。

⑤ 対象と方法に記載された手法で得られた客観的な結果が記載され、その結果は推計学的に解析されていること。

⑥ 得られた結果をもとに論理的（推計学的有意性を根拠）に考察が記載されていること。

⑦ 考察の中で国内外の関連研究の引用があり、それらとの違いが記載されており、著者らの研究により、これまで

にない新たな知見を得たことが具体的に明記されていること。

⑧ 得られた研究結果と考察をもとに論理的に妥当な新規性のある結論（結語）が導き出されていること。

⑨ 引用された国内外の関連論文が参考文献として記載されていること。

⑩ 以上の内容が結果や考察の項目内で重複することなく全てが明確にかつ論理的に記載されていること。

【原著の原稿構成】

原稿本文には、原稿区分（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、筆頭著者（あるいは代表著者）

の E-mail アドレスと電話番号、要旨（400 字以内）、キーワード（3 個以上、6 個以内）を最初のページに記載し、次ペー

ジより、緒言（目的）、対象と方法、結果（成果）、考察、結論（結語）、参考文献、図表のタイトルと説明の順に記載

すること。なお、図表は本文に挿入せず別葉（別ファイル）とし、1 ページに 1 つの図表を掲載すること。文字数は 7,000

文字以内、図表 6 個以内とする。

2）「報告」は以下の条件を全て満たしていることを要件とする。

① 著者が所属する教育機関等で行われた教育方略や各種取り組みに関してその教育効果等を評価するものや研修会

の実施報告、更に中高生や一般人を対象とした臨床検査の啓発活動の報告等（以下、取り組み等）で、単に取り組

み等の内容報告だけでなく、その取り組み等で得られた結果（成果）の客観的評価が含まれているもので、特に学

術的な新規性は求めない。

② 取り組み等の目的が明記されていること。

③ 対象と方法が明記されていること。

④ 対象と方法に記載された具体的な手法で取り組み等が行われていること。

⑤ 対象と方法に記載された手法で得られた実際の結果（成果）が記載されていること。
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⑥ 得られた結果（成果）をもとに論理的に考察が記載されていること（評価の方法は特に規定しないが、アンケートの

集計結果や学業成績の平均値等の数量的な解析が強く望まれる）。

⑦ 著者らが行った取り組み等に関する関連論文があれば、考察の部分でそれを引用し、著者らの方法との違い等を

考察することが強く望まれる。

⑧ 得られた結果（成果）と考察を総括し、最終的な結論（結語）を論理的に導き出すこと。

⑨ 引用された国内外の関連論文が参考文献として記載されていること。

【報告の原稿構成】

原稿本文には、原稿区分（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、筆頭著者（あるいは代表著者）

の E-mail アドレスと電話番号、要旨（400 字以内）、キーワード（3 個以上、6 個以内）を最初のページに記載し、次ペー

ジより、緒言（目的）、対象と方法、結果（成果）、考察、結論（結語）、文献、図表のタイトルと説明の順に記載すること。

なお、図表は本文に挿入せず別葉（別ファイル）とし、1 ページに 1 つの図表を掲載すること。文字数は 6,000 字以内、

図表 4 個以内とする。

3）「資料」は以下の条件を満たしていることを要件とする。

① 臨床検査学の教育および医療人の育成に関する教育マニュアルやガイドライン、統計学的データ、アンケート等

の調査結果、様々なシミュレーション実験、既存の学習プログラム実践経験等で、臨床検査学の教育に利用価値

が高いと認められるもので、特に学術的な新規性は求めない。

② 原稿本文の体裁は原則として著者の自由裁量に任せるが、可能であれば通常の学術論文の体裁のごとく、緒言（目

的）、対象と方法、結果（成果）、考察、結語（結論）という構成で記載されることが望まれる。

③ 関連論文を引用し、それを記載することが強く望まれるが、関連論文がない場合には記載する必要はない。

【資料の原稿構成】

原稿本文には、原稿区分（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、筆頭著者（あるいは代表著者）

の E-mail アドレスと電話番号、要旨（400 字以内）、キーワード（3 個以上、6 個以内）を最初のページに記載し、それ

以外は著者の自由裁量に任せるが、図表がある場合には、その図表のタイトルと説明を本文の最後に記載すること。

なお、図表は本文に挿入せず別葉（別ファイル）とし、1 ページに 1 つの図表を掲載すること。文字数は 6,000 字以内、

図表 4 個以内とする。

4）「主張」は以下の条件を満たしていることを要件とする。

① 臨床検査学の教育および医療人の育成に関する教育理念や意見をまとめたもので、学術的新規性は求めない。

② 原稿の構成は自由とする。

【主張の原稿構成】

原稿本文には、原稿区分（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、筆頭著者（あるいは代表著者）

の E-mail アドレスと電話番号、要旨（400 字以内）、キーワード（3 個以上、6 個以内）を最初のページに記載し、それ

以外は著者の自由裁量に任せるが、可能であれば通常の学術論文の体裁のごとく、緒言（目的）、対象と方法、結果（成

果）、考察、結語（結論）という構成で記載されることが望まれる。図表がある場合には、その図表のタイトルと説明

を本文の最後に記載すること。なお、図表は本文に挿入せず別葉（別ファイル）とし、1 ページに 1 つの図表を掲載す

ること。文字数は 5,000 字以内、図表 3 個以内とする。

5）「レター」は以下の条件を満たしていることを要件とする。

① 本誌に掲載された論文に対する意見や感想を記載したものとする。

② 原稿の構成は自由とする。

【レターの原稿構成】

原稿本文には、原稿区分（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、筆頭著者（あるいは代表著者）

の E-mail アドレスと電話番号を最初のページに記載し、それ以外は著者の自由裁量に任せる。文字数は 1,600 字以

内で、図表はなしとする。
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B．依頼原稿

1）総説

　臨床検査学の教育および医療人の育成に関するテーマを総説としてまとめたもので、委員長が執筆依頼したものとす

る。原稿構成としては、原稿本文の最初のページに原稿区分（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、

筆頭著者（あるいは代表著者）の E-mail アドレスと電話番号、要旨（400 字以内）、キーワード（3 個以上、6 個以内）を記

載し、それ以外は著者の自由裁量に任せるが、図表がある場合には、その図表のタイトルと説明を本文の最後に記載す

ること。なお、図表は本文に挿入せず別葉（別ファイル）とし、1 ページに 1 つの図表を掲載すること。文字数は 7,000

字以内、図表 6 個以内とする。

2）教育機関紹介

　日本臨床検査学教育協議会の会員である教育機関が、自己紹介する記事とする。その教育機関の沿革、教育の特色、

最近の動向、現在の組織、教員（非常勤を含む）の職名・氏名・免許・学位・出身校（卒業年度）・専門（教育・研究）・メー

ルアドレス等を紹介して、教育機関および教員間の相互交流に資する内容とする。原稿本文の最初のページに原稿区分

（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、筆頭著者（あるいは代表著者）の E-mail アドレスと電話番

号を記載すること。原稿構成および文字数などは委員長が指定する。

3）国際交流活動紹介

　日本臨床検査学教育協議会の会員である教育機関が、自施設の国際交流活動を紹介する記事とする。その趣旨、意義、

具体的な活動等を紹介して、臨床検査学教育のグローバル化促進に資する内容とする。原稿本文の最初のページに原稿

区分（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、筆頭著者（あるいは代表著者）の E-mail アドレスと電

話番号を記載すること。原稿構成および文字数などは委員長が指定する。

4）関連学会報告

　臨床検査学に関連する学会の学術集会に参加した会員校の教員が、その学会の動向および学術集会のトピックスを紹

介する記事とする。原稿本文の最初のページに原稿区分（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、

筆頭著者（あるいは代表著者）の E-mail アドレスと電話番号を記載すること。原稿構成は自由とするが、文字数は 3,000

字程度、図表は 3 個程度とする。なお、図表は本文に挿入せず別葉（別ファイル）とし、1 ページに 1 つの図表を掲載す

ること。

5）研究室紹介

　日本臨床検査学教育協議会の会員校の教員が、研究室を自己紹介する記事とする。教育・研究理念と教育・研究課題

および成果を示し、具体的な学生（大学院生も含む）の指導法を紹介することにより、教員の指導法のレベルアップに資

する内容とする。原稿本文の最初のページに原稿区分（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、筆頭

著者（あるいは代表著者）の E-mail アドレスと電話番号を記載すること。原稿構成は自由とするが、文字数は 3,000 字

程度、図表 3 個程度とする。なお、図表は本文に挿入せず別葉（別ファイル）とし、1 ページに 1 つの図表を掲載すること。

6）研究紹介

　既に学術雑誌に掲載された、日本臨床検査学教育学会会員校の教員や学生が筆頭著者である研究論文を紹介する記事

とする。臨床検査学における意義および大学院教育のあり方や方向性についての見解も含む。原稿本文の最初のページ

に原稿区分（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、筆頭著者（あるいは代表著者）の E-mail アドレ

スと電話番号を記載すること。原稿構成は自由とするが、文字数は 4,000 字程度、図表 3 個程度とする。なお、図表は

本文に挿入せず別葉（別ファイル）とし、1 ページに 1 つの図表を掲載すること。

7）書評

　臨床検査学の教育および医療人の育成に関する関連書籍を紹介する記事とする。原稿本文の最初のページに原稿区分

（表紙の左上）、表題、著者名、所属（共著者の所属も含む）、筆頭著者（あるいは代表著者）の E-mail アドレスと電話番

号を記載すること。原稿構成は自由とするが、文字数は図表がない場合は 1,600 字程度、図表（1 個まで）がある場合は

1,200 字程度とする。なお、図表は本文に挿入せず別葉（別ファイル）とし、1 ページに 1 つの図表を掲載すること。
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C．その他の原稿

　上記、A. 投稿原稿および B. 依頼原稿の区分に含まれない原稿で、著者の意思により投稿することを委員長が承認し

た原稿や委員長が著者に対して執筆を依頼した原稿で学術論文ではないもの。具体的には、ベテラン教員が退職前に教

育活動の総括を後進に伝えるためのものや会員が経験した様々な事例を紹介するもの、更に協議会の運営方針に対する

意見やコメント等々が含まれる。原稿区分の名称は委員長が決定し、寄稿、意見、コメントなどとする。原則として査

読は行わないが、内容によっては委員会より加筆訂正を依頼することがある。

3．著作権

　掲載された論文・記事の著作権はすべて日本臨床検査学教育学会に帰属するものとする。論文等を投稿する者は、す

べての著者から著作権の帰属について了解を得なければならない。本学会は、掲載された論文等の全体もしくは図表等

の一部を本学会が認めたネットワーク媒体、その他の媒体により任意の言語で掲載、出版（電子出版を含む）することが

できるものとする。

4．投稿資格

　投稿原稿に関しては日本臨床検査学教育学会の会員校の教員、あるいは病院等医療施設において臨床検査技師を目指

す学生の指導を行っている臨床検査技師または医師で本学会の学術会員として登録されている者に限る。ただし、依頼

原稿はこの限りではない。

5．執筆要領

1） 執筆は、次頁の「執筆の指針」に従うこと。

2） 論文への関与を証明するため、投稿原稿の著者は投稿原稿添付用紙の著者名欄に自署・捺印後、｢ 編集委員会 : 

FAX（03-3552-0770 宛）｣ もしくはスキャナーで取り込んだ後、その PDF ファイルを原稿（図表含む）と共に 8. に示

すメールアドレスに送信すること。

6．査読要領

1） 原著、報告、資料、主張、レターは、査読の対象とする。

2） 総説、教育機関紹介、国際交流活動紹介、関連学会報告、研究室紹介、研究紹介、書評の依頼原稿および寄稿、意見、

コメントなどのその他の原稿は、委員長が必要と認めた場合のみ査読の対象とする。

3） 投稿原稿の本誌への掲載の可否は、査読を経て編集委員会による審議により決定する。

7．別冊

原著、総説のみ 30 部までは無料作製する。それ以上は有料とする。他の原稿は、希望者に PDF ファイルを送付する。

8．原稿の送付先

原稿は、メールの添付ファイルで以下のアドレスへ送付する。

E-mail : edit@jamte.org

（jamte = Japanese Association of Medical Technology Education）

〒 104-0042 東京都中央区入船 3-3-3

宇宙堂八木書店内

日本臨床検査学教育学会「臨床検査学教育」編集委員会
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----------------執筆の指針 ----------------

1．原稿はすべて A4 版横書きとし、本文および表は 12 ポイント MS 明朝体を用い、図中の文字は図とのバランスを考

えて文字サイズを決定し MSP ゴシック体を用いてパソコンで作成すること。

原稿は 1 頁あたり 1,200 字（40 字× 30 行）とし、欄外に必ずページ数ならびに図表の挿入箇所を明記すること。

2．原稿の提出方法は以下の通りとする。

本誌への原稿投稿は、原則として E-mail に電子ファイル化された当該原稿を添付して行うものとする。原稿を電子
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